
令和７ 年 4 月 18 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

就労継続支援B型事業所

共同作業所むろとうみがめ

水道メーター分解作業

参加利用者１０名程度

＜目的＞

＜成果＞

日々の作業のマンネリ化を防止し、利用者の仕

事に対するモチベーションの維持・高揚を図

る。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 共同作業所むろとうみがめ 担当者名 植中　行重

利用者からは、毎日同じ作業をする苦痛から解放される

ということで好評である。　　　　　　　　　　また、

他の作業と比較しても、作業期間は短いけれど作業単価

が比較的良いことから、工賃向上に寄与している。

　水道メーター分解作業従事者は、主にゆず皮加工（トリミング）作業に従事している利用者が行っている

が、この作業は手指の動作だけの単純作業で１日６時間、毎日で行っています。　こうした日々が長期間続く

と利用者の仕事に対するモチベーションは下がる一方で、また作業効率の低下につながる恐れがあるため、当

該作業については利用者のモチベーションの状況を見ながら行っています。　作業について年間数日しか行わ

ないけれども利用者からは大変好評で、当事業所としても作業のマンネリ化の防止という観点からも大いに助

かっています。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労支援センターコーケン

住　所 高知県南国市久礼田368番地

3910400153

中村　太朗

令和６年度電話番号 088-862-3886

様式１


